
日本映画放送株式会社 第83番組審議会議事録 

 

１．開催年月日：令和4年11月15日(火) 16時～ 

 

２．開催方式：web会議ツールを用いて実施。 

 

３．委員(順不同･敬称略) web会議ツールにて出席：鈴木 嘉一・尾形 敏朗・砂川 浩慶・宮崎 美紀子・

神田 由築・西 正・山川 鉃郎・倉田真由美 

 

放送事業者：代表取締役社長  石原 隆 

専務執行役員 山口 真 

常務執行役員 宮川 朋之 

編成局長 小川 英洋 

編成部 三瓶 祐毅 三品 貴志 大下 直人 新村 京       

番審担当 澤 尚志 後藤 健(記) 

 

４．議題 

（１）審議事項：日本映画専門チャンネル「7.8『ビリーバーズ』公開記念 2ヶ月連続 磯村勇斗に痺れる

ッ！」について 

（２）報告事項：時代劇専門チャンネル「3ヶ月連続 ミュージカル『薄桜鬼』一挙放送＆配信」について 

 

5.議題（１） 

日本映画専門チャンネルでは、メインターゲットである60代視聴者に向けて、高倉健主演の『仁義なき戦

い』シリーズの4K特集企画などを主軸として編成している。同時に、30代以降の新規視聴者層の開拓と番

組の幅を広げることも意欲的に取り組んでおり、2021年から、熱狂的ファンを持つ田中圭、林遣都などの

若手実力派俳優にスポットを当て、2ヶ月連続特集企画を放送してきた。今年7、8月には、映画、ドラマで

作品ごとに違う顔を見せる注目の俳優、磯村勇斗を取り上げた。主演ドラマ『演じ屋』や話題作『サ道』、監

督作『アクターズ・ショート・フィルム』など、他の配信サービスでは取り扱われづらいラインナップと、特別

番組『磯村勇斗の開封』でコアファンを引きつける特集を組んだ。 

 

【審議のポイント】 

１ 本企画は磯村のコアファンを満足させるものだったか 

２ 本企画は若い世代の新規加入者獲得に繋がったか 

３ 日本映画専門チャンネルでは若手俳優や若手作家の企画を配信戦略と絡めて継続的に編成してい

る。特集の編成方針や番組内容に改善点はあるか 

 

6. 議題（１）審議内容 ※文中敬称略 

 

・過去に取り上げた俳優たちは、キラキラしたスターではないが目にとまる実力派ばかり。若手俳優を特

集する企画としては、人選の方向性がとても良い。 

 

・特別番組はコアファン向けにはいいトークだったが、それが故にコアファン以外が見るにはマニアックな

内容になっていた。 

 

・若い世代の視聴者を獲得したい意図はわかるし、企画内容もいいと思うが、パプリシティーを充実させな

いと、ファンにすらこの番組が気づかれないのかもと心配になった。 

 

・過去に取り上げた俳優については地上波ドラマで観ていたが、日本映画専門チャンネルで彼らの出演

作を一気に観られるとアナウンスできればよかったのではと思う。 

 

・チャンネルのメイン視聴者層と今回のターゲット層では年齢層が離れているが、ギャップのある層を繋げ



るようにプロモーション展開していってもいいのでは。 

 

・日本映画専門チャンネルの姿勢として、活躍を期待できる俳優の特集をすることは、新たな視聴者を獲

得するには有効。 

 

・映画公開に合わせて、若手俳優や若手作家の特集番組が作られるのは賛成だが、今回の特集番組を

ファンになる入り口とするなら少々マニアックな内容だった。 

 

・過去の俳優特集も含めて人選には30歳前後の若手男優が多いが、女優も多く紹介してほしい。 

 

これに対して弊社からの回答は以下の通りであった。 

 

・指摘のあった通り、特別番組は内容があっさりとしていて、各テーマを掘り下げておらず、コアファン以外

の人に届きにくかったかもしれない。 

・マニアックに攻めれば当チャンネルらしさを打ち出しやすいが、それが過ぎるとライトなファンにも届かな

いし、両方をターゲットにすると中途半端な内容になってしまう。しかし、当チャンネルならではの企画で

あるので、今後も人選と作品選びにチャンネルらしさを出して番組を編成・制作したい。 

 

７．議題（２）報告事項 

 

時代劇専門チャンネル 

報告事項：時代劇専門チャンネル「3ヶ月連続 ミュージカル『薄桜鬼』一挙放送＆配信」について 

 

時代劇専門チャンネルでは10～12月に「３ヶ月連続 ミュージカル『薄桜鬼』」の一挙放送と特別番組を放

送中。『薄桜鬼』は2022年4月に10周年を迎えた2.5次元ミュージカル。当チャンネルでは最新作を含む全

14作を最速放送し、斎藤一を演じた歴代の俳優を招いたオリジナル特別番組「集まれ！みんな斎藤一

PARTY」を制作した。舞台公演の公式HPやSNSで企画のアナウンスを行った効果もあり、コアファンにしっ

かり届いた手応えがある。舞台系の作品で通常とは違うターゲットを開拓でき、チャンネルとしても幅が広

がった成功例。 

 

８．連絡事項 

次回番組審議委員会は、2023年2月14日(火)15時より開催予定。コロナ感染状況により、オンライン開催

になる可能性もあり。 


